鎌倉市自治基本条例策定市民会議第５４回策定委員会会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２１年１月８日（木）午前１０時　～　１２時１５分

	場　　所　　　　　　　市役所本庁舎　２０１会議室

	出席者：柳下、鈴木、郡司、小泉、平倉、小田切、児島、渡辺、松本、松山、三嶋、橋爪、宅見、
（推進委員会：山村、）

事務局：征矢、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要

・まとめるにあたって、これまでの経過を読み通していくと、出されている意見は変わっておらず、意見はおおかた出尽くしているようだ。
・対案が出されているが自治の視点がない。市民自治の確立からすると市民自治をどうするかだろう。
・今回のまとめのスタイルは、全体を通してまとめたものと個別に経過を綴った大綱案の二つになる。

　・解説は変更してある。討議の経過はできるだけ簡潔にした。細かいところは討議の経過集による。

１　協働のまちづくり、総合計画のまとめ
　・総合計画が、市長、附属機関から外れるのはよくない。総合計画は最も大事な計画であり、行政運営の柱である。

　・さらに進めて、市民参加のまちづくりの中心にも計画を位置づけたい。協働の形で作り出していくものと位置づけ、まちづくりの中で一体とした。
・協働のまちづくりはハードの限定的なもの、総合計画は全体的なものでずれがある。協働のまちづくりの最後に、総合計画をつくるときは意見を聞くことを加えてはどうか。
　・協働と総合計画が一緒になると、協働のまちづくりの位置づけがさらに強くなるように感じる。
　・地方政府、新しい公共がなくなっているのはよいことである。
・協働は市民主権があってはじめて成り立つものなので、まちづくりだけではどうか。協働が入ると主権者である市民が薄れてくる。
　・みんなで一緒につくるものなので協働でよい。逆に協働を書くことが必要である。

　・協働のまちづくりと個別課題をまとめようとして総合計画を移動することになったが、元に戻してはどうか。

２　素案大綱のまとめについて
　・まとめないと１月１５日の全体討議に提案できないので、意見は一つ一つ解決して欲しい。
　・不完全なものを全体討議に提案するのは反対である。

　・市民の項などまだ議論されていないところもある。条文の本文に関わることだ。また、市民委員会の名称、議会の項など、まだ一致した意見にはなっていないと思う。

　・少数意見をどうするかもまだ決まっていない。

　・内容の議論も必要だが、条例の考え方について、「条例は不要」、「手続き条例」とする意見がある。全体会で議論することに軸足を移したらどうか。全体会で議論しつくしていないし、合意しきれていない。策定委員会が吸い上げてしまうのではなく全員で議論したい。
　・皆が納得して最終案にならないといけない。手間かもしれないが策定委員会での検討は必要である。まだ全体会に出すのは難しいのではないか。
・時間のかけ方と何を目指すのかは皆が納得してやっていかないといけない。策定委員会は全体討議のたたき台をつくるところであり、そこから体系的にまとめることになる。策定委員会は全体会の代わりはできない。相容れない意見が出ているが、他の議論は後回しにしてきている。これで最終ゴールになるのか不安がある。譲り合わないと一緒にならない。策定委員会はたたき台をまとめることに集中したらよい。提案として残せばよい。条例化するにはさらに工夫が必要である。
ここは一旦中休みでよい。策定委員会として大綱案をまとめ全体会に示して欲しい。これがゴールではないが今の提案でよいと考えている。

３　今後の日程について
　　次回予定している１月１５日の全体会は中止とする。次回の全体会は１月３０日（金）であることを会員にメールする。
１月１５日は策定推進合同委員会とし大綱案をまとめる。大綱案は１月２０日までにまとめ、全体会の１０日前には全員に配信したい。
１月２２日に鎌倉地域の町内会長の集まりが、１月２４日にＮＰＯセンター大船の会合がある。いずれも、大綱案のまとめを市民会議に配信した後になるので、それを使ってＰＩ活動を行う。
　　※（全体会の運営については幹事会によるが、策定推進合同委員会は幹事会メンバーも含まれているため、ここでの決定が幹事会を兼ねることになった。）



	特 記 事 項

○　次回の策定推進合同委員会は、
第５５回　日時：平成２１年１月１５日（木）午後６時３０分～　市役所分庁舎　講堂
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